
政府備蓄米の適正水準への早期回復等に向けた緊急要請 

 

近年、異常気象の常態化や不安定な国際情勢の影響などにより、食料安全保障の重要性

が一層高まっており、政府が行う米穀の備蓄について、不作や災害等緊急事態における供

給など備蓄米が持つ役割が十分果たせるよう適正水準へ早期に回復することが国民生活の

安定に不可欠である。 

政府においては、昨年、米穀の流通の円滑化を目的として、政府備蓄米を放出する措置

を講じられたところであるが、これまでの米価の上昇等を背景に需給バランスが悪化し、

民間流通在庫が近年にない高い水準となっているため、令和８年産以降の需給及び価格形

成の見通しに対して、生産者の不安が高まっている。加えて、令和７年産と８年産との端

境期にあって、集荷・流通事業者からは倉庫等の保管施設の逼迫について深刻な懸念の声

が上がっており、早急な対応が必要である。 

米穀の需給の安定を図り、米価の急激な変動を防ぐとともに、国民への安定的な食料供

給と生産者の経営の安定を確保することは、政府の重要な責務である。 

このため、全国知事会として以下のとおり要請する。 

 

１ 政府が行う米穀の備蓄について、食料安全保障の観点から適正な備蓄水準を早期に回

復すること。 

 

２ 政府備蓄米の売渡しに係る買戻しや買入れについては、昨今の米穀の需給状況等を注

視し、早急にその見通しを示すとともに、令和８年産米の収穫開始前の早期に実施する

こと。実施に当たっては、生産者の経営に影響が生じないよう適切に対応すること。 

 

３ 米穀の需給及び価格の安定に向けて、生産・流通・消費の実態把握や需給見通しの精

度向上を図るとともに、生産現場、集荷・流通事業者及び地方自治体に対し、政府によ

る需給見通しや、備蓄米の新たな買入れの実施時期・数量等の計画について、迅速かつ

丁寧な情報提供を行うこと。 

 

４ 民間流通在庫が近年にない高い水準となっていることから、集荷・流通事業者による

倉庫等の保管施設の新たな確保に対し、必要な支援を講じること。 
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